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一

は し が き

本研究は以下 の研究 組織、研究経 費 に よって行われた。

研究組織

研究代表者:

研究分担者:

中島 進

前田富與

大島宏之

(旭 川医科大学医学部講師)

(旭 川医科大学医学部助手)

(旭 川医科大学医学部助手)

研究経費

昭和60年 度

昭和61年 度

計

4,900千 円

1,000千 円

5,900千 円



研究発表

1)論 文

1)中 島 進,林 秀 雄,久 保 良 彦,鮫 島 夏樹 ほ か:

肺癌 に対 す る新 しい 腫 瘍 陽性 シ ン チ グ ラ丑111n"MDEGD

につ い て 一67Gacitrate一 との 比 較 検 討

肺 癌 印刷 中

22)中 島 進,林 秀 雄i,久 保 良 彦,鮫 島夏 樹 ほか:

金属 ポ ル フ ィ リン の癌 組 織 集 積 性 とIn-111-MDEGD

を用 い た腫 瘍 シ ン チ画像 診 断

医学 の あ ゆみ 印刷 中

3)In-111-MDEGDを 用 い た 肺 癌 の画 像 診 断

一一Ga-67-citrate一 との比 較 検 討

画 像 情 報 印刷 中(依 頼 原 稿)

II)口 答 発 表

1)NakajimaS,eta1:

Researchforacorrelationbetweentheside

chainstructuresof90differentkindsof

porphyrin,pheopherbidederivativesand

theirtumorlocalizingcapacity.

PorphyrinsasphototherapeuticAgentsfor

TumorandotherDisease.

Sardinia,Italy.May.1985
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2)中 島 進 他:

腫瘍集中性螢光物 質の開発 と応 用

第31回 日本胸部疾 患学会 北海道 地方会

昭和60年9月

3)中 島 進 他:

肺癌 に対す る拡大縦 隔 リンパ節郭 清の経験 か らみた

CT,Gaシ ンチグ ラムの診断 限界

一 新 しい腫瘍 画像 診断法の開発

第38回 日本胸部外科学会総会

昭和60年10月

4)中 島 進 他:

癌 に特異的 に集積す る誘導体 を用いた シンチ用Indium

錯体、CT用 ヨー ド化合物、NMR-CT用 常磁性体 の

開発 につい て

日本癌学会総会 昭和60年10月

5)中 島 進 他:

肺癌を 目的 とした腫瘍陽性 シンチグ ラムの開発状況

につい て

第32回 胸部疾 患学会 北海道支部総会

昭和61年2月

6)中 島 進 他:

肺癌 に対す る高精度画像診断法 の開発

一 術後遠隔成績 向上 の為 に

第86回 日本外科学 会総会

昭和61年4月
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7)中 島 進 他:

腫 瘍組 織 集 積 性 誘 導 体 を 用い た 肺 癌 に対 す る新 しい

画像 診 断法 の 開 発

第26回 日本 胸部 疾 患学 会

昭和61年4月

$)NakajimaS,etal:
11199mTumorImagingwithIn-mono-DTPA-Tc

,

EgGadeuterporphyrin.

ThefirstInternationalconferenceonthe

applicationofphotosensitizationfordiagnosis

andtreatment.April,1986,Tokyo.

9)大 島宏之,中 島 進 他:

腫瘍親和性物 質を用いた小児癌診断法 の開発 につい て

第23回 日本小 児外科学会総会

昭和61年5月

10)NakajimaS,etal

PheophorbideDeviativesasaCandidateofNew

SensitizerforphotodynamicTherapy.

14thInternationalCancerCongress.

August,1986,Budapest,Hungary.

11)NakajimaS,etal

TumorImagingwithIn-111-monoDTPA-Ga-

deuterporphyrin.

14thInternationalCancerCongress

August,1986,Budapest,Hungary.



12)中 島 進 他:

1111
n-MDEGD新 しい腫瘍 陽性 シンチ グ ラム剤

の生体内代謝 と腫瘍組織 集積性 につい て

第70回 北海 道癌談話 会

昭和61年9月

13)中 島 進 他:

1111n -MDEGD
新 しい腫瘍陽性 シンチグ ラム剤

の腫瘍 スペ ク トル ム及び炎症部位 に於 け る集積性 につい て

第45回 日本癌学会総会

昭和61年10月

14)中 島 進 他:

111
1n-MDEGDを 用 い た 肺 癌 画 像 診 断 の 試 み

日本 肺 癌 学 会 総 会

昭 和61年10月

15)NakajimaS,etal
99m1111

n-MDEGDClaytonTumorImagingwithTc,

FoundationConferenceonPHOTODYNAMICTHERAPY

February,1987,California.

16)K.Irie,K.Koshimizu,Nakajima,Setal:

TumorAccumulationofBacteriophophorbides

ClaytonFoundationConferenceon

PHOTODYNAMICTHERAPY.

February,1987,California.



一
研究成果

(目 的)我 々は1978年 以 来 、 現 在 まで に170種 以 上 の

ポル フィ リ呂フ ェオ フォ ルバ イ ド系 誘 導 体 及 び そ れ らの金 属 錯 体 を

合成 し、N2-pulsedlaserspectro-fruorometry法 を用 い て、 側 鎖

構造 と腫瘍 組織 集 積性 につ き検 討 し、 秀 れ た 腫 瘍 組 織 集 積 性 物 質 の

開発を行 って きた。 この・基礎 的研 究 の 成果 を術 後 遠 隔 成 績 の 不 良 な

肺癌 の診断 ・治 療 に応 用す べ く現 在 世 界 の 臨 床 で使 用 され てい る腫

瘍陽性 シン チグ ラム剤67Ga-citrateを しの ぐ新 しい 腫 瘍 陽性 シ

ンチグラム剤 を開 発す べ く検 討 を行 い、 更 に新 しい 腫 瘍 集 積 性 物 質

としてBacteri(》pheophobideに つい て も検 討 した 。

(結 果)種 々 の 検 討 の 結 果 、 最 近 に な りIn--111-mono-DTPA-

ethyleneglyco1-Ga‐deutorporphyrinを 発 見 し た 。 この 誘 導 体 を 用

い て、 シ リア ン ゴ ー ル デ ン ハ ムス.タ ー 移 植 膵 癌 、C57blackmouse

移植Lewis肺 癌 、 ヌ ー ドマ ウ ス 移 植 人 肺 腺 癌 に つ い て 腫 瘍 シ ン チ 画

像及 び 生体 内 分 布 を 検 索 した 。

In-111-MDEGDはGa-67-citrateに 比 較 し て 腫 瘍/肺 、 腫 瘍/腎 、

腫瘍/血 液(比)に す ぐれ 、 炎 症 巣 に 集 積 し な い 特 徴 を 有 す る事 が

わか った。

京都 大学 農 学 部 小 清 水 教 授 が 開 発 したBacteio-pheophorbidelま 最 大

吸収波長 が現 在 世 界 の 臨 床 でphotodynamictherapy用 に使 用 され

てい るphotofrinIIの 倍 の755nmを し め し、 ア セ チ ル 基 、OH基

を附加 す る こ と に よ り著 しい 腫 瘍 組 織 集 積 性 が 獲 得 さ れ る 事 が 明 ら

か とな った 。


